外来・通所　カンファレンス記録
	平成22年11月26日（金）　　司会：本川　沙織　　記録：木村　裕美
	A.O.M.
	S.G.M.

	
	
	
	


	飯野
	服部
	木村
（裕）
	上野
	李
	川井
	山田（沙）
	大谷地
	小嶋
	高森
	中野
	本川

	○
	業務
	○
	○
	○
	○
	○
	業務
	業務
	○
	休
	○

	山田（忍）
	奥利
	久保

	○
	○
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する
＜連絡事項＞

· 年末調整の提出がまだの方は、月末までに提出

＜業務改善＞

· 金曜日のカンファレンスの中で、外来の事例を盛り込み看護計画の立案をしていく

· 外来の予約漏れ防止の為、個人カルテに予約一覧を添付して予約日を記入し、外来予約の確認を行っている

· ナイトケアの日誌・出欠表の入力は17：00までに入力

· デイナイトケアの食事入力時、昼食と夕食の食数に差が生じる時には、備考に食数が変わることを入力。受け数入力の際にも、食数変更の旨を入力する。

· 食数変動時に電話で連絡した際には、変更となる数と合計数を伝える

例）1食減って、合計で20食となる　特食は変更なし　　等

＜外来情報　対応検討＞

横町　浩　様～体重89kg。10月初旬は86kgであり増加している。外来診察時必ず手にジュースを持って入っている。高血圧は内科で降圧剤処方され服用している。

〔対応検討事項〕

本人様は「アルバイトをしたい」と考えるが、母様は「無理だ」と話すとのこと。外来担当医からは「時間内に仕事をこなすことが難しいのではないか」とのお話しあり。デイケアでの作業遂行場面では、任された仕事を半分にも満たない程度に行い休憩してしまう。指導に対して、怒って聞き入れないという事が見られている。

⇒仕事に向けての関わりを行っていく事を伝え、指導を行う事への了承を得る。

久保　興介様～たまに咳がでる。嘔気はなく経過している。風邪薬の処方はない。

　　　　　　　本人様より来月より減薬になるのか確認あり。来週から内服薬調整していく。

〔対応検討事項〕

冬季に精神的不調をきたしやすい方であるが、冬季に内服薬調整となるため、今後の対応について検討が必要

⇒状態確認していく

駒木　洋士様～椎間板ヘルニアで週に一度で瀧澤整形外科クリニックを受診しているとのこと。整形

外科からは内服薬と湿布薬処方されている。先週姉や従兄弟にドライブに連れて行っ

てもらったが少し疲れた。気分は安定している。

外来担当医からは、自分のペースですすめ疲れているときには断るようにとのお話あ

り。

デイケアでは、歯茎の痛みがあり欠席見られている。プログラムには安定して参加さ

れている。面談場面では、「心の準備や質問される項目が分からないと答えられない」

と先延ばしにする事見られている。

高田　マキ様～39歳　統合失調症

家族内のストレスが強いと話されている。平均4時間睡眠であり、早く目が覚めても

再入眠できないとのこと。本人様の希望により眠剤の変更せず様子を見ることとして

いる。外来担当医より、ご家族との距離を取るためにデイケア利用を勧めている。以

前、うみねこ幸房を利用していたが、しばられているようで嫌だったと話されている。

関　　秀治様～外来受診時には特に変わりなし。

ナイトケアより報告あり。水曜日の利用予定となっているが、最近水・金曜日でのナイトケア利用を行っている。主に入浴と夕食を目的として利用しているが、週2日利用しても特に疲労は無いと話している。週2日利用は以前から考えており、今後本人と話し合った上でナイトケアの利用を増やす事を検討。疲労時には休んでも良い事を予め本人へ説明していく。

田名部一樹様～ジプレキサを以前5mgにしたはずが、10mgになっていたとの訴え聞かれる。以前は10mg

が1錠、5mgが1錠の計15mgを服用していたが、内服調整により10mgを1錠に変更し

たことを説明。タスモリン減薬後、状態に変わりがないこと話されている。更に減薬

を希望すること、1週間処方から2週間処方への変更希望されている。処方期間は変更

なし。

〔対応検討事項〕

「薬を減らして集中力をつけたい」と話されている。

⇒興味のないことに大しては全く取り組もうとしないため、短時間で集中できる作業をきっかけとして集中力の獲得を図る。

大久保康弘様～昨日朝から37.5℃の発熱あったとの事で、本日受診。来院時には36.9℃あり、発熱以外の感冒症状無いとの事。今朝から4回の下痢があると訴えており、総合感冒薬と整腸剤が5日分処方となっている。


































